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 苫小牧道路事務所はインフラDX・i-Construction先導事務所に位置づけられており，高規格幹

線道路日高自動車道において，クラウドサービスを用いて工事・業務等の３次元データを地図

上で活用している．これにより，関連する工事・業務等のデータを時間軸と位置情報で共有で

きるデータ管理が実現している．本稿では，今年度の取り組み状況と今後の維持管理での活用

に向けリクワイヤメントの在り方について報告する. 
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1.  はじめに 

 
(1) 日高自動車道について 

高規格幹線道路日高自動車道（以下「日高道」と

する）は，苫小牧市から浦河郡浦河町へ至る一般国

道の自動車専用道路であり，昭和63年に事業着手し，

令和5年1月現在，苫小牧東ICから日高厚賀ICまでが

開通している． 

日高道の整備は苫小牧道路事務所で実施しており，

令和7年度には日高厚賀ICから新冠IC(仮称)までが

開通予定である．(図-1) 

 
図-1 日高道全体図 

 

(2) 日高道でのBIM/CIMデータ連携の動き 

令和3年11月，小樽開発建設部管内で実施された

i-Construction推進検討業務の事例を踏まえた勉強会

を苫小牧道路事務所にて行った．その際，日高道に

おける維持管理までのBIM/CIMデータ連携プロセ

スを確認したところ，以下の意見が出された． 

・現在は活用されていない施工業者のデータを供用

まで蓄積しつつ進めていくことが良い． 

・3次元モデルに時間軸を加えた4次元モデルで管理

していき，古いデータも活用していきたい． 

令和4年5月，苫小牧道路事務所で「日高自動車道

新冠町外 BIM/CIM監理業務」が発注され，苫小牧

道路事務所発注工事の施工業者や工事監督支援業務

などを対象にBIM/CIM データの統合について勉強

会を実施した． 

BIM/CIMデータ連携ツールの選定にあたり，日

高道の施工業者に利用されているBIM/CIMソフト

の多くが福井コンピュータ(株)の製品であったこと

から，同社が提供するクラウドを利用したデータ連

携ツール“CIMPHONY Plus（NETIS登録番号：KK-

210003-A）”の活用が望ましいと判断し，令和4年6

月に福井コンピュータ(株)との打合せを実施した． 

北海道開発局情報セキュリティポリシーが令和4

年6月21日に改訂となり，直後CIMPHONY Plusによ

るクラウド利用の許可申請を行い，令和4年6月29日

にクラウド利用申請が許可された． 

令和4年7月，Webセミナーを開催し，「モデル事

務所のBIM/CIMの最新動向とクラウド型ASP三次元

データベース」について施工業者を交えて共有され

た．（表-1) 

その結果，コストをあまりかけずに日高道全体で

BIM/CIMの取り組みを無理なく行う方法を模索す

ることになった． 
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表-1 令和 4年 7月に開催した Web セミナーの説明

内容(抜粋) 

 
 
(3) 無理なくできるBIM/CIMの取り組みの模索 

令和4年7月のWebセミナー後，参加した施工業者

や工事監督支援業務などを対象にICTやBIM/CIMの

取り組み状況に関するアンケート調査を実施し，31

名より回答があった．アンケート結果について，

ICTやBIM/CIMを活用する上での課題として，

「BIM/CIMの機材やソフトウェアを操作できる人

材がいない」，「コスト面が厳しい」との回答が多

く，また，効率的な設備投資を行う上で有効な取り

組みとして，「参考となる見本の提供」，「サポー

ト体制の充実」との回答が多かった．(図-2) 

 

 
図-2 Webセミナー後のアンケート結果 

 
即ち現時点でICTやBIM/CIMを活用する際のハー

ドルは，「①人材育成」，「②厳しいコスト」であ

ると言える．そのようなハードルの解消を目指すた

めに，「参考となる見本の提供」や「サポート体制

の充実」といった取り組みを通じて，発注者側で

BIM/CIMの取り組み場の提供や，情報共有システ

ムを活用した操作サポート体制を構築して，重複す

る質問内容の一元的な管理を実施することにした．

また，日高道（日高厚賀IC～静内IC（仮称））にて

CIMPHONY Plusを活用したデータ共有を図ること

で，同業他社の行うBIM/CIMの取り組み内容を共

有できる体制とした． 

 

2.  CIMPHONY Plusについて 

 

(1) CIMPHONY Plusの概要 

 CIMPHONY Plusは3次元点群データや3次元モデ

ルのデータを基に，進捗確認や分析・リスク検討，

遠隔臨場・協議などを非対面で行うことができる，

福井コンピュータ(株)が提供するクラウドサービス

である1)．3次元データや写真をはじめとする建設プ

ロセスでの各種データを位置情報と時間軸で管理で

きる1)ため，3次元に時間軸を加えた4次元での管理

が可能となる．専用ソフトウェアのインストールは

必要なく，Webブラウザのみで利用することができ

る1)． 

 

(2) CIMPHONY Plusを利用するために 

まず，CIMPHONY Plusを利用したい各人が事前

にCIMPHONY Plusの新規アカウント(無料)を登録

することで，「CIMPHONY Plus上の現場」に招待

される対象となる．次に，受注コンサルタントが代

行して契約者となり，CIMPHONY Plus上の現場作

成権限が付与される「現場作成者」，作成した現場

の「所有者」となる．所有者となった受注コンサル

タントは招待される対象に権限を与え，現場の共有

が行えるようにする．（図-3） 

 
図-3 CIMPHONY Plus利用までの流れ1) 

 

日高道では「①関係各社は，ユーザー登録を申

請」，「②発注者指示のもと作成者として受注コン

サルタントが現場に招待」，「③受注コンサルタン

トは，工事受注者へユーザー登録作業の完了を報

告」という順で運用を行い，各人がCIMPHONY 

Plusを利用できるようにした．工事受注者は現場の

閲覧，登録，編集を行うことができる「作成者」の
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権限を持つことで，CIMPHONY Plusのほとんどの

機能を利用することができる． 

また，所有者である受注コンサルタントが管理者

としてデータ管理できる仕組みとした．この仕組み

により，クラウドサービスを活用した効率的なデー

タ管理を実現しているが，詳細は後述する．なお，

CIMPHONY Plusへの参加呼びかけには情報共有シ

ステムを活用した． 

 

(3) CIMPHONY Plusでできること 

前述の通り所有者が現場へ招待した者のみがWeb

ブラウザ上でCIMPHONY Plusを利用可能である．

CIMPHONY Plusでは，点群の共有はもちろん，橋

梁と土工の接続する部分の詳細なモデルなども共有

することができる．（図-4,5） 

 
図-4 点群の共有 

 

 
図-5 橋梁と土工の接続する部分の詳細なモデルの

共有 

 

CIMPHONY Plusの活用事例を以下に掲載する． 

 

■(活用事例1)現場職員からの写真を用いた現場状

況の報告 

 撮影場所や撮影時間のデータを含む現場の写真デ

ータを，CIMPHONY Plusのモデル上に配置・保管

することが可能である1)． 

また，スマートフォンアプリ“どこでも写真管理

Plus”を利用して撮影すると，位置情報・時間情報

とともに写真をリアルタイムで共有することができ

る．どこでも写真管理PlusはCIMPHONY Plusと連携

可能な無料のアプリケーションであり，電子黒板に

も対応している1)．（図-6） 

 
図-6 どこでも写真管理 Plus1) 

 
■(活用事例2)道路事務所と現場データを共有 

3次元モデルに各部材の表示期間をタイムライン

として設定することで，3次元モデルに時間軸を加

えた4次元モデルで施工ステップを確認でき，時系

列での管理が可能となる※1．（図-7） 

※1 外形モデルの分割が必要となる 

 

 
図-7 4次元モデルの施工ステップを確認 

※論文用に構造物の色を赤くしている 
 

■(活用事例3)受注者と発注者で様々なデータを共

有 

Webブラウザ上で様々なデータの閲覧表示ができ，

図面やPDFだけでなく，動画や360度動画なども専

用ビューアで閲覧可能である．（図-8） 
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図-8 様々なデータの閲覧表示 

 

(4) CIMPHONY Plus のセキュリティ 

CIMPHONY Plusは Microsoft が管理する Microsoft 

Azure のクラウドサービスを用いている．Microsoft 

Azure は厳しいセキュリティとコンプライアンスの

基準を満たして作成されたプラットフォームであり，

CIMPHONY Plusのデータは全て Microsoft Azure 上

で暗号化され，あらゆる通信も Server Side Include

（SSI）で保護される． 

 

3.  日高道での活用 

 

(1) 工事での活用 

 日高道の工事におけるCIMPHONY Plusの活用事

例を以下に掲載する． 

 

■3次元モデルに各部材の表示期間を設定し，4次元

モデルの施工ステップを確認した例（図-9） 

 

 

 
図-9 4次元モデルの施工ステップを確認した例 

 

■現場職員からの地図上の動画による現場状況の報

告例（図-10） 

 
図-10 動画による現場状況の報告例 

 
CIMPHONY Plusに4Kで解像度の高いドローン映

像を添付して報告した場合，通信速度に問題が生じ

ると明らかになった．データ量の大きい動画を加工

せずに利活用することは現時点で難しいと考えられ

る．そこで，管理者がビデオサイズを調整しアップ

ロードすることで，動画をスムーズに確認すること

ができるようになった．（図-11） 

また，Webブラウザを介した役割を「データをア

ップロードする人」と「データを管理する人(管理

者)」とに分けることで，個々の負担軽減につなが

った． 

動画添付 

PDF添付 
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図-11 管理者がビデオサイズを調整する前(上)と

後(下) 
 

 苫小牧道路事務所では，事務所管内の日高道・国

道において点群データを収集し，それを活用した維

持管理システムの構築を目指している．そこで，実

験的に国道の点群データを利用し，クラウドサービ

スで点群データを活用した場合の課題を分析した． 

 

■国道の点群データの表示例 

 当初，国道の点群データの容量が大きすぎたため，

CIMPHONY Plusにアップロードすることができな

かった．点群の量が多い場合や範囲が広い場合，ク

ラウドサービスへアップロードができず，共有でき

なくなることが明らかになった． 

管理者が点群の間引きをすることで，点群数は約

4億2000万点から約4500万点，データ容量は17.6GB

から1.5GBと大幅に削減され，クラウドサービスへ

のアップロードが可能となり，Webブラウザ上でも

比較的軽く動くものとなった．（図-12） 

 

図-12 管理者が国道の点群データを間引いた後 

 
クラウドサービスを介さない従来の方法を実施し

た場合，点群を間引くソフトウェアとオペレーター

を各施工業者で人員確保する必要があり，受注者の

負担が大きくなる． 

一方，CIMPHONY Plusを活用した場合，「デー

タをアップロードする人」，「データを管理する人

(管理者)」，「データを利用する人」と役割が分担

されることで，1人あたりの負担軽減につながり，

各施工業者で人員を確保する手間を省けることから，

受注者の負担を増やすことなく効率的なデータ管理

が可能となる． 

 

■膨大なデータ容量への対応 

データをアップロードしただけであっても膨大な

容量などが課題となり，対応が必要となる．そこで，

役割分担によって作業負担の軽減を図れることが

CIMPHONY Plus運用での最大のメリットである． 

現在国土交通省で整備が進められているDXデー

タセンターでは，BIM/CIMなどの3次元データを一

元的に保管することができるようになるが，「デー

タを管理する人(管理者)」がいないため，データ共

有サーバーの負荷を減らす必要が出た場合，発注

者・受注者の負担が増える可能性がある．しかし，

データの管理者である受注コンサルタントがいるこ

とで，発注者・受注者がデータを編集・加工する手

間が省け，作業量の削減につながる． 

 

(2) 業務での活用 

日高道の業務において，点群データや構造物デー

タなど，4次元管理の基礎となるデータの蓄積を進

めていく上でCIMPHONY Plusを活用している．し

かし，工事と比較して工種が限定的となっており，

測量業務や地質業務での活用事例はない． 

 そこで，BIM/CIMの取り組みを実施していない

苫小牧道路事務所発注業務の受注コンサルタントを

対象に今後のBIM/CIM活用方針に関するアンケー

ト調査を実施し，12件の回答があった．なお，回答

した受注コンサルタントが実施する業務内容の内訳

は，設計業務8件（環境調査4件，土木構造物2件，

地下水調査1件，施工計画1件），地質業務3件，測

量業務1件である． 

 アンケートの回答について，今後BIM/CIMを活

用して生産性向上の取り組みを行いたいかを尋ねた

ところ，67%（9件）が「大いにそう思う」「少し

そう思う」と回答した．一方，自社での業務内容を

考慮しBIM/CIMを導入できると考えている回答者

(8件)を対象に，BIM/CIMを問題なく活用できると

思うかを尋ねたところ38%（3件）が「あまりそう

思わない」と回答した． 

 BIM/CIMを活用したいと考えている受注コンサ

ルタントは多いものの，問題なく扱えるかを不安視

する受注コンサルタントも一定数いることが分かる．

またBIM/CIMの活用について，業務は工事と比較

して何から始めたらよいか分からないという声や技

術者育成が難しいという声を多く耳にするため，活

用が限定的になっていると考える．業務における

読み込み中… 
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BIM/CIMの取り組みを拡大し，業務においても

CIMPHONY Plusのようなクラウドサービスを活用

していくことが課題である． 

 

(3) データを管理する上で必要なこと 

 クラウドサービスを活用してデータを管理する上

では，情報セキュリティを確保して膨大なデータを

長期的かつ安全に保管することが必要であり，加え

てデータの可用性確保やアクセシビリティの向上も

必要となる． 

 CIMPHONY Plusは前述の通り万全なセキュリテ

ィが構築されたクラウドサービスであり，月間稼働

率99.9%1)と高い可用性である．また，本体は勿論の

ことアプリケーションの活用も併せることで高いア

クセシビリティを実現している． 

 苫小牧道路事務所におけるCIMPHONY Plusの活

用では「データを管理する人(管理者)」がいるため，

管理者がデータの蓄積などを工夫することで，シス

テムのより高い可用性やアクセシビリティが実現で

きる可能性を秘めている．今後BIM/CIMデータや

点群データの活用が進み，データ容量が膨大となる

建設業界において，効率的なクラウドサービスの運

用を実施する場合，「データを管理する人(管理

者)」には，「①データを容易に検索できるデータ

の蓄積・見える化手法を確立すること」，「②スト

レージを最適化し，パフォーマンス・可用性を向上

させること」が求められていくと考える． 

 

4.  維持管理での活用に向けて 
 

 BIM/CIMなどの3次元データをはじめとする各種

データを維持管理の場面でも活用し，効率的で質の

高い維持管理システムを構築していくことはこれか

らの大きな課題である．同時に建設業界は人手不足

が深刻な問題となっており，1人あたりの作業時間

を減らす働き方改革も必要となることから，作業の

効率化が益々求められていく． 

今後BIM/CIMデータや点群データの活用が進む

と，データ容量が膨大となるが，ソフトウェアの動

作環境や格納場所の容量を考慮し，データの編集や

加工などを行う機会が増えると考えられる． 

即ち，人手は減り，作業量は増えるが，1人あた

りの作業時間は減らす必要があるという非常に困難

な課題に取り組む必要がある． 

BIM/CIMなどの3次元データをはじめとする各種

データを活用した維持管理における今後のリクワイ

ヤメントの在り方として，受注コンサルタントであ

る管理者がデータの編集・加工などを通じてデータ

容量を削減させることが有効な手段の一つであると

考える．発注者・受注者の負担を減らすことができ

ると同時に，発注者・受注者がストレス無くデータ

を閲覧することができるようになる． 

また，データを減らす工夫も必要である．維持管

理の活用に向けて，大量の道路付属物の3次元モデ

ルを作成し，それぞれに属性情報を付与しようとす

ると，膨大な作業が必要となる．そこで，仮想マー

カーへの属性付与も検討し，作業量を削減していく

必要がある．（図-13） 

 
図-13 仮想マーカーへの属性付与 

 

仮想マーカーの検討やデータ共有の基準作成を併

せた上で，CIMPHONY Plusのようなクラウドサー

ビスを用いて，作業の役割分担を行い，効率的にデ

ータ管理をしていくことで，維持管理でもBIM/CIM

などの3次元データが活用できると考える． 

 

5.  結論 
 

個別対応では負担が大きかった作業を無理なく取

り組むためには，クラウドサービスを介して役割分

担することが必要である．（図-14） 

 
図-14 クラウドサービスを介した情報連携 

 

また，建設業界の働き方改革を進めていく上でも，

役割分担を実施して1人あたりの作業時間を減らし

ていくことが必要であり，CIMPHONY Plusのよう

なクラウドサービスの活用は効果的であると考える． 

苫小牧道路事務所はインフラDX・i-Construction

先導事務所に位置づけられているが，発注者として

新技術の導入を積極的に行いつつ，人員の配置を工

夫することで，工事・業務の安全で効率的なデータ

管理に取り組んでいく所存である． 
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